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１．はじめに 

 昨年 9 月，台風第 18号が日本に上陸し，近畿地

方においては，淀川水系の桂川や宇治川などが氾濫

し，京都府，滋賀県を中心に大規模な浸水被害が生

じた 1)．日本は地形的に洪水災害が発生しやすくな

っており，突発的な豪雨に備えた防災体制が必要で

あると考えられる．本研究は，淀川流域における将

来的な大雨の影響評価を行うことを目的とし，最新

のメソ気象モデルであるWRFを用いて，平成 25年

台風第 18号による大雨の再現実験，および再現実

験の結果に海面水温の温暖化差分を加えた実験を行

う．本来温暖化の影響を厳密にシミュレーションす

るためには，気温，水蒸気量，気圧などのあらゆる

諸物理量の気候変動の影響を考慮した擬似温暖化実

験の手法が用いられるべきという報告がある．しか

し，今回は海面水温の上昇だけを考えた海面水温温

暖化実験を行うことにより，海面水温の変動がもた

らす影響を定量的に評価することとした． 

 

２．WRFモデル  

 WRF (The Weather Research and Forecasting) Model

は，大気の研究および実用的な気象予報の用途で用

いられるために開発された，3次元完全圧縮性非静

力学モデルである 2)．開発は 1990年代の後半から

始まり，NCAR (the National Center for Atmospheric 

Research)，NCEP (the National Center for 

Environmental Prediction)，FSL (the Forecast Systems 

Laboratory)，AFWA (the Air Force Weather Agency)，

オクラホマ大学(the University of Oklahoma)らによっ

て共同で行われた．NCAR とペンシルバニア州立大

学(the Pennsylvania State University)によって共同開発

された非静力学モデルである MM5 の次世代モデル

として位置づけられている．最新の物理モデルを使

用しており，数メートルから数千キロメートルにわ

たる幅広い気象領域の設定を行うことを可能として

いる． 

 

３．実験の設定 

 再現実験では，淀川流域における降水が観測値に

近くなることを目標とした．今回の解析対象は台風

による雨であるため，気圧や風速などの評価はシビ

アに行っていない．海面水温温暖化実験では，海面

水温として温暖化差分を加えた値を用い 3)，そのほ

かの設定は再現実験と同様にして行った．なお，実

験の詳細な設定は表－１に示すとおりである． 

 

表－１ 実験の計算設定 

気象モデル WRF/ARW 3.5.1 

格子点数 150×150×30 

水平解像度 20km 

時間ステップ 100s 

計算開始日時 2013/09/12 00 UTC 

計算終了日時 2013/09/16 12 UTC 

初期値，境界値 NCEP_FNL 

積雲スキーム MYJ 

雲微物理スキーム WSM6 

境界層スキーム KF 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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４．実験結果 

図－１に台風経路の比較を示す．各実験の台風

は，上陸後実際よりも北側の進路となっているが，

近畿地方周辺での位置は近く，淀川流域で降水を比

較するうえでは問題にならない程度であると判断し

た．ここでは，淀川の枚方上流域における流域平均

降水量の比較を行った．図－２に流域平均 1時間降

水量，図－３に流域平均積算降水量を示す．図中の

時刻は日本時間であり，9 月 14日 24時から 16日

21 時までの比較である．最大 1時間降水量は，観測

値が 23.0mm（9 月 15日 23時），再現実験が

33.2mm（9月 16日 1時），海面水温温暖化実験が

65.5mm（9月 15日 21時）となっている．流域平均

積算降水量は，最終的に観測値が 295.1mm，再現実

験が 235.8mm，海面水温温暖化実験が 349.9mmと

なっている．また，降水のタイミング，降水量とも

に，再現実験と観測値は比較的似通っており，枚方

上流域全体に対する雨の再現性は高いといえる． 

 

 

図－１ 台風経路の比較（図中の時刻は日本時間で

あり，シンボルは 6時間間隔で表示している） 

 

 

図－２ 枚方上流域における流域平均 1時間降水量 

 

図－３ 枚方上流域における流域平均積算降水量 

 

５．考察とまとめ 

 本研究で行った実験では，海面水温を上昇させる

と時間降水量，積算降水量ともに大きく増加した．

国土交通省近畿地方整備局 3)によると 1953年から

1982年の間で流域平均総降水量の最大値は 272mm

であり，300mmを優に超えている海面水温温暖化

実験の結果がいかに突出しているかということがわ

かる．実験の結果から，将来的な台風第 18号を超

える大雨の発生を想定し，河川計画の策定なども含

めた防災体制を整える必要があると考える． 
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